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本
会
副
会
長
の
石
川
隆
二
・
川

越
市
議
会
議
長
ら
地
方
六
団
体
の

代
表
者
を
招
き
、
地
方
制
度
調
査

会
専
門
小
委
員
会
（
小
委
員
長
�

林
宜
嗣
・
関
西
学
院
大
学
教
授
）

は
２
月
６
日
、
「
市
町
村
合
併
を

含
め
た
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
」

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

石
川
副
会
長
は
、
分
権
型
社
会

を
担
う
中
心
的
存
在
の
市
町
村
に

対
し
、
さ
ら
な
る
事
務
権
限
の
移

譲
を
進
め
る
べ
き
と
の
認
識
を
示

し
た
。
ま
た
、
市
町
村
へ
の
事
務

権
限
の
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
移

譲
さ
れ
た
事
務
を
的
確
に
執
行
し

得
る
行
政
体
制
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
と
も
指
摘
し
た
。

た
だ
し
現
行
の
市
は
、
人
口
５

０
０
０
人
か
ら
３
６
０
万
人
ま
で

の
幅
が
あ
り
、
多
様
な
姿
を
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
権
限
移
譲

に
つ
い
て
「
政
令
指
定
都
市
、
中

核
市
、
特
例
市
な
ど
の
人
口
規
模

等
に
応
じ
段
階
的
に
進
め
る
こ
と

も
現
実
的
な
方
策
」
と
発
言
。
一

律
的
な
事
務
移
譲
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
柔
軟
な
対
応
も
選
択
肢
の
１

つ
と
の
考
え
方
を
示
し
た
。

石
川
副
会
長
の
発
言
は
、
本
会

の
地
方
分
権
改
革
・
道
州
制
調
査

特
別
委
員
会
（
委
員
長
�
多
賀
谷

俊
史
・
大
阪
市
会
議
長
）
で
整
理

し
た
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
。
専

門
小
委
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
先
立
ち

１
月
２１
日
、
本
会
と
し
て
の
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
六
団
体
側
か
ら
は

「
地
方
は
何
故
、
弱
い
の
か
。
そ

れ
は
財
源
が
な
い
た
め
」
「
偏
在

性
の
少
な
い
税
制
の
構
築
が
必

要
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
受
け
、

林
小
委
員
長
は
「
論
点
は
（
基
礎

自
治
体
の
）
行
財
政
能
力
を
ど
う

高
め
て
い
く
か
」
で
あ
る
と
課
題

を
提
起
。
今
後
の
審
議
の
中
で
結

論
を
見
出
す
こ
と
と
し
た
。

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・

伊
藤
忠
商
事
会
長
）は
２
月
４
日
、

税
財
政
に
関
す
る
意
見
聴
取
を
実

施
。
小
西
砂
千
夫
・
関
西
学
院
大

学
教
授
、
富
田
俊
基
・
中
央
大
学

教
授
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。

小
西
氏
は
、
政
府
が
１２
月
２４
日

に
示
し
た
「
中
福
祉
・
中
負
担
」

を
目
指
す
中
で
の
地
方
税
財
政
改

革
の
課
題
に
つ
い
て
言
及
。
社
会

保
障
関
係
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
で

あ
る
地
方
に
対
し
、
追
加
財
源
と

し
て
、
地
域
間
の
偏
在
性
が
小
さ

い
「
地
方
消
費
税
の
拡
充
」
を
提

案
し
た
。

ま
た
、
小
西
氏
は
現
行
の
ま
ま

推
移
す
る
と
、
国
税
と
地
方
税
の

割
合
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
く
と

推
計
�
上
の
グ
ラ
フ
。
地
方
税
の

充
実
に
向
け
、
「
国
税
と
地
方
税

を
５０
対
５０
に
す
る
」
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
は
ど
う
か
と
促
し
た
。

富
田
氏
は
、
地
方
の
基
礎
的
財

政
収
支
の
推
移
を
グ
ラ
フ
化
し
た

う
え
で
、
地
方
全
体
の
財
政
収
支

は
黒
字
基
調
で
あ
る
と
分
析
。
平

成
２１
年
度
は
３
・
２
兆
円
、
２０
年

度
は
５
・
６
兆
円
な
ど
具
体
例
を

挙
げ
、
１０
年
度
以
降
は
黒
字
化
し

て
い
る
と
結
論
付
け
た
。

黒
字
基
調
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
方
財
政
の
危
機
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
に
関
し
、
富
田
氏
は

「
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移

譲
等
で
税
源
偏
在
が
拡
大
し
た
こ

と
の
影
響
が
大
き
い
」
と
の
立
場

を
取
る
。
「
さ
ら
に
税
源
移
譲
す

れ
ば
格
差
は
一
層
拡
大
」
と
富
田

氏
は
指
摘
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の

垂
直
的
財
政
調
整
が
既
に
限
界
を

迎
え
、
地
方
間
の
水
平
的
財
政
調

整
が
必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

な
お
、
小
西
氏
は
総
務
省
の

「
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
研
究

会
」
の
座
長
な
ど
、
富
田
氏
は
財

務
省
の
「
財
政
制
度
審
議
会
」
の

委
員
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1715号２月１５日平成21年
（2009年）
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
第
３５
回
定
期
総
会
が
２
月
４

日
に
開
か
れ
、
三
浦
由
紀
会
長

（
大
分
市
議
会
議
長
）
を
は
じ
め

と
す
る
加
盟
各
市
議
会
議
長
ら
関

係
者
一
同
が
、
東
京
・
都
市
セ
ン

タ
ー
会
館
に
集
結
し
た
。

総
会
で
は
決
議
を
満
場
一
致
で

採
択
し
た
。
三
浦
会
長
ほ
か
加
盟

各
市
議
会
議
長
は
総
会
終
了
後
、

決
議
に
掲
げ
る
項
目
の
実
現
に
向

け
、
国
土
交
通
省
な
ど
政
府
関
係

機
関
、
衆
参
両
院
議
員
ら
に
面
談

の
う
え
要
請
し
た
。

決
議
で
は
、
高
速
自
動
車
国
道

が
地
域
間
交
流
や
観
光
な
ど
、
人

の
往
来
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
社

会
基
盤
と
指
摘
。
ま
た
、
重
篤
な

医
療
患
者
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

へ
の
運
送
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送

路
と
し
て
の
活
用
な
ど
、
非
常
時

の
有
効
性
に
も
触
れ
、
建
設
促
進

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

高
速
自
動
車
国
道
を
含
む
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
図
ら
れ
て
こ
そ
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
。
し
か
し
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
１
万
４

０
０
０
�
の
う
ち
、
供
用
率
が
依

然
と
し
て
６
割
を
超
え
る
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
中
、
昨
年
１２
月
８
日
の
政

府
・
与
党
合
意
に
従
い
、
道
路
特

定
財
源
の
一
般
財
源
化
が
２１
年
度

予
算
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
地
域
間

格
差
の
是
正
に
寄
与
す
べ
き
高
速

道
路
網
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
、
懸

念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
決
議
で
は
▽
高
速
自
動

車
国
道
の
整
備
計
画
区
間
を
中
心

と
し
た
建
設
推
進
▽
高
規
格
幹
線

道
路
整
備
の
財
源
確
保
▽
高
速
道

路
に
お
け
る
交
通
渋
滞
・
防
災
・

安
全
対
策
等
の
推
進
―
―
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。

な
お
、
総
会
に
は
来
賓
と
し

て
、
国
土
交
通
省
の
廣
瀬
輝
・
大

臣
官
房
審
議
官
が
出
席
し
、
あ
い

さ
つ
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
、
平
成
２０
年
度

の
活
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

２１
年
度
の
運
動
方
針
を
定
め
る
第

７２
回
総
会
を
２
月
５
日
、
東
京
・

砂
防
会
館
で
開
催
し
た
。

２１
年
度
予
算
編
成
に
向
け
同
協

議
会
で
は
、
所
要
額
確
保
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
「
基
地
周
辺
対
策
経

費
」
な
ど
、
基
地
関
係
市
町
村
な

ら
で
は
の
財
政
需
要
に
不
可
欠
な

予
算
確
保
を
目
指
し
、
活
動
し
て

き
た
。
総
務
省
や
防
衛
省
な
ど
政

府
機
関
の
ほ
か
、
与
野
党
の
国
会

関
係
者
に
対
し
、
数
次
に
わ
た
る

実
行
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
懸
案
と
な
っ
て
い

た
「
基
地
周
辺
対
策
経
費
」
は
再

編
交
付
金
を
含
む
歳
出
ベ
ー
ス
で

対
前
年
度
９
億
円
増
の
１
２
４
６

億
円
を
確
保
。
ま
た
、
予
算
要
求

額
ど
お
り
「
基
地
交
付
金
」
は
２

５
９
・
４
億
円
、「
調
整
交
付
金
」

は
６６
・
０
億
円
（
両
交
付
金
と
も

対
前
年
度
同
額
）
を
確
保
す
る
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
決
定
さ
れ
た

運
動
方
針
に
は
「
基
地
・
調
整
交

付
金
の
増
額
確
保
等
」
「
基
地
周

辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保
等
」

を
柱
と
す
る
運
動
目
標
が
掲
げ
ら

れ
た
。
目
標
実
現
に
向
け
、
関
係

方
面
に
対
し
▽
概
算
要
求
前
（
７

月
）
▽
概
算
要
求
時
（
８
月
）
▽

予
算
編
成
前
（
１１
月
）
▽
予
算
編

成
時
（
１２
月
）
―
―
に
要
望
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
総
会
に
は
、
総
務
相
と

防
衛
相
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
、

鳩
山
邦
夫
・
総
務
大
臣
の
祝
辞
を

倉
田
雅
年
・
総
務
副
大
臣
が
、
浜

田
靖
一
・
防
衛
大
臣
の
祝
辞
を
武

田
良
太
・
防
衛
大
臣
政
務
官
が
、

そ
れ
ぞ
れ
代
読
し
た
。

「
北
方
領
土
の
日
」
で
あ
る
２

月
７
日
、
来
賓
に
麻
生
太
郎
・
内

閣
総
理
大
臣
は
じ
め
関
係
閣
僚
、

各
政
党
代
表
者
ら
を
迎
え
、
「
北

方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
」
が

東
京
・
九
段
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
、
北
方
四
島
を
追
わ

れ
た
元
島
民
、
元
島
民
の
子
や

孫
、
返
還
要
求
運
動
の
関
係
者
ら

が
集
う
な
か
、
四
島
返
還
の
実
現

を
目
指
し
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
た

日
に
ち
な
み
「
北
方
領
土
の
日
」

が
閣
議
了
解
を
経
て
制
定
さ
れ
た

の
は
昭
和
５６
年
の
こ
と
。
以
来
２８

年
目
、
北
方
四
島
が
不
法
占
拠
さ

れ
て
か
ら
数
え
る
と
今
年
で
６４
年

目
の
年
に
あ
た
る
。

返返せせ��
北北方方四四島島
全国大会でアピール

地
域
間
格
差
是
正
急
げ

高
速
協
が
総
会
で
決
議
を
採
択

２１
年
度
政
府
予
算
確
保

基
地
協
総
会
で
運
動
成
果
総
括

来賓あいさつする
廣瀬・国交省審議官

総
会
の
も
よ
う

来賓あいさつする
倉田・総務副大臣

来賓あいさつする
武田・防衛政務官

総
会
の
も
よ
う

第１７１５号 平成２１年２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
会
の
石
川
隆
二
副
会
長
（
川

越
市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体

代
表
は
２
月
６
日
、「
第
２
次
補
正

予
算
関
連
法
案
の
早
期
成
立
を
求

め
る
緊
急
申
し
入
れ
�
右
下
掲
」

を
自
民
、民
主
両
党
へ
実
施
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
は
「
補
正
予
算

（
第
２
号
）
関
連
法
案
」
が
未
だ

成
立
し
な
い
た
め
、
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
。
関
連
法
案
に
は
、
麻
生

首
相
が
実
施
を
目
指
す
「
定
額
給

付
金
」
の
財
源
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
参
議
院
第
１
党
の
民

主
党
は
じ
め
野
党
サ
イ
ド
が
関
連

法
案
成
立
に
反
発
し
て
い
る
た
め

だ
�
本
紙
第
１
７
１
３
号
掲
載
。

申
し
入
れ
を
受
け
、
景
気
対
策

の
早
期
実
施
の
必
要
性
を
痛
感
す

る
鳩
山
・
民
主
幹
事
長
は
「
い
た

ず
ら
に
審
議
を
引
き
延
ば
す
つ
も

り
は
な
い
」
と
発
言
。
そ
の
う
え

で
「
政
府
・
与
党
の
思
惑
で
定
額

給
付
金
を
含
め
た
法
案
提
出
と
な

っ
た
」
と
言
及
し
、
景
気
対
策
の

早
期
実
施
を
阻
害
し
て
い
る
の

は
、
与
党
サ
イ
ド
と
の
認
識
を
示

し
た
。

【
要
請
先
】
▽
細
田
博
之
幹
事
長

▽
大
島
理
森
国
対
委
員
長
▽
鈴
木

政
二
参
院
国
対
委
員
長
（
以
上
、

自
民
）
▽
鳩
山
由
紀
夫
幹
事
長
▽

山
岡
賢
次
国
対
委
員
長
▽
�
瀬
進

参
院
国
対
委
員
長（
以
上
、
民
主
）

全
国
の
市
議
会
事
務
局
か
ら
職

員
約
４
７
０
人
が
参
加
す
る
な

か
、
本
会
は
第
５６
回
目
と
な
る
事

務
局
職
員
研
修
会
を
１
月
２９
日
と

３０
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
東
京
・

砂
防
会
館
で
開
催
し
た
。

分
権
型
社
会
の
到
来
を
見
据

え
、
年
を
追
う
ご
と
に
議
会
事
務

局
職
員
へ
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能

力
が
高
度
化
し
て
い
る
た
め
、
研

修
会
の
参
加
者
は
４
人
の
講
師
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

初
日
、
１
人
目
の
講
師
と
し
て

登
壇
し
た
佐
々
木
敦
朗
・
総
務
省

自
治
行
政
局
行
政
課
長
の
テ
ー
マ

は
「
地
方
行
政
を
め
ぐ
る
最
近
の

動
向
」
。
特
に
自
治
体
関
係
者
に

と
り
気
が
か
り
な
「
地
方
分
権
改

革
」
に
つ
い
て
、
政
府
の
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会
や
、
第
２９
次

地
方
制
度
調
査
会
が
取
り
組
ん
で

き
た
一
連
の
流
れ
を
解
説
し
た
。

続
い
て
登
壇
し
た
加
藤
正
美
・

藤
沢
市
議
会
事
務
局
長
の
テ
ー
マ

は
「
議
会
事
務
局
職
員
と
し

て
」
。
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
人
と
対
面
す
る
こ
と
の
大

切
さ
が
あ
る
。
裏
話
や
本
音
は
顔

を
見
て
話
す
か
ら
聞
け
る
。
議
員

視
察
で
も
、
訪
れ
る
側
、
受
け
入

れ
る
側
、
双
方
と
も
に
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
多
く
、
人
と
の
出
会
い
は

財
産
、
と
説
い
た
。

２
日
目
の
講
師
は
、
橋
本
勇
・

弁
護
士
、
本
会
の
水
出
豊
・
法
制

主
幹
の
２
人
。

は
じ
め
に
登
壇
し
た
橋
本
弁
護

士
は
「
議
会
を
巡
る
訴
訟
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
判
例
を
引
き
合
い
に

出
し
な
が
ら
�
最
近
の
気
に
な
る

判
例
�
議
会
の
自
立
権
�
議
会
に

お
け
る
発
言
�
１
０
０
条
委
員
会

�
政
務
調
査
費
―
―
に
つ
い
て
講

演
。
続
く
水
出
主
幹
は
「
議
会
運

営
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

（
講
演
録
は
完
成
次
第
、
議
会
事

務
局
へ
送
付
す
る
予
定
）

第２次補正予算関連法案の

早期成立を求める緊急申し入れ
世界が同時不況の様相を呈する中、我が国において

も景気・雇用情勢が急速に悪化し、国民は日々の暮ら
しに大きな不安を抱いている。
先般、定額給付金、子育て応援特別手当、地域活性

化・生活対策臨時交付金、緊急雇用創出事業、中小・
小規模企業支援対策など緊急を要する生活対策及び経
済・雇用対策を内容とする国の第２次補正予算が成立
した。しかし、この財源を確保するための関連法案は
衆議院で可決されたものの、参議院では依然として審
議さえ始まっていない。
地方自治体では、緊急的な雇用対策や離職者の居住

確保対策に加え、国の第２次補正予算に呼応した補正
予算の編成や臨時議会の開催など事業実施に向け全力
で取り組んでいるところである。
今回の急速な景気悪化を一刻も早くくい止め、我が

国の経済を回復軌道にのせるためには、国・地方自治
体・民間部門が一体となって、総合的な対策を早急に
講じる必要がある。第２次補正予算関連法案を早急に
成立させるとともに、平成２１年度当初予算及びその関
連法案を速やかに成立させることが国会の責務であ
る。
ついては、各地方自治体が迅速かつ円滑に事業を実

施できるよう、国会における予算関連法案の審議促進
・早期成立を強く求めるものである。

平成２１年２月６日 地方六団体

２２
次次
補補
正正
関関
連連
法法
案案
でで

自自
民民
とと
民民
主主
へへ
申申
入入
れれ
地方六団体

【
補
正
予
算
（
第
２
号
）
関
連
法
案
】

○
地
方
交
付
税
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

○
平
成
２０
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め
の
財
政
投
融
資
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案

○
平
成
２０
年
度
に
お
け
る
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
総
額
の
限
度

額
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案

事事務務局局職職員員研研修修会会開開くく
本会が１月２９・３０日にわたり

鳩山・民主党幹事長細田・自民党幹事長

加
藤
事
務
局
長
（
上
・
藤

沢
市
）
ら
が
講
演
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近
年
、
食
品
表
示
に
関
す
る
悪

質
な
偽
装
や
、
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ

ウ
ザ
中
毒
事
件
、
事
故
米
の
不
正

転
売
問
題
な
ど
、
「
食
の
安
全
」

を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
事
件
や
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。

特
に
事
故
米
の
問
題
は
、
農
林

水
産
省
の
大
臣
と
事
務
次
官
が
辞

任
す
る
異
例
の
事
態
に
発
展
し

た
。
こ
の
問
題
は
、
工
業
用
に
使

途
を
限
定
し
て
販
売
さ
れ
た
事
故

米
を
購
入
し
た
事
業
者
が
、
食
用

に
転
用
し
て
横
流
し
し
た
も
の
。

事
業
者
の
行
為
は
消
費
者
の
生

命
を
軽
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
断

じ
て
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
国
民

の
生
命
と
健
康
を
守
る
立
場
の
農

林
水
産
省
が
そ
の
責
任
を
果
た
さ

な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
被
害
を
拡

大
さ
せ
た
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

こ
う
し
た
消
費
者
の
不
安
と
不

信
を
招
い
た
事
件
は
、
縦
割
り
行

政
の
欠
陥
が
大
き
な
要
因
で
あ
る

と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
お
り
、
省

庁
横
断
的
な
消
費
者
行
政
を
推
進

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
▽
消
費

者
庁
の
早
期
創
設
▽
食
品
表
示
制

度
の
一
元
化
▽
偽
装
表
示
や
不
正

取
引
に
対
す
る
罰
則
強
化
―
―
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
消
費
者
庁
に
つ
い
て

は
、
昨
年
９
月
に
「
消
費
者
庁
関

連
３
法
案
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ

て
い
る
。
麻
生
首
相
は
２
月
２
日

の
参
院
本
会
議
に
お
い
て
、
関
連

法
案
の
年
度
内
成
立
を
目
指
し
、

野
党
側
に
協
力
を
求
め
た
が
、
ね

じ
れ
国
会
の
さ
な
か
、
成
立
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

ま
た
農
水
省
で
は
、
事
故
米
の

問
題
を
契
機
に
、
課
長
ク
ラ
ス
を

中
心
と
す
る
「
改
革
チ
ー
ム
」
を

設
置
。
昨
年
１１
月
２７
日
に
、
政
策

決
定
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
や
地
方
農

政
事
務
所
の
原
則
廃
止
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
農
林
水
産
省
改
革
の

た
め
の
緊
急
提
言
」
を
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
農
水
省
は
こ
の
提
言

を
踏
ま
え
て
改
革
に
着
手
し
、
平

成
２２
年
度
を
そ
の
成
果
が
結
実
す

る
「
新
生
元
年
」
と
す
べ
く
、
鋭

意
検
討
を
進
め
て
い
る
。

２１
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
食

の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
確
保
の

た
め
、
食
品
表
示
の
監
視
・
指
導

の
徹
底
や
、
食
品
事
業
者
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
効
果
的

な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
立
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
を
も
と
に
、
１２

月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
上
）
で
は
、
「
食

の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
強
化
」
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
消
費
者
行
政
の
拡
充
や
事
故
米

の
不
正
転
売
事
件
の
全
容
解
明
を
求
め
る
も
の
な
ど
、
関
連
す
る
意
見
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

議会

意見書・決議の議決状況（上） （２０．１１．１～１２．３１）

決 議

【税・財政】 【 ３０】 【 ０】
○地方財政の充実・強化 ７ ―
○所得税法第５６条の廃止 ４ ―
○固定資産税・都市計画税の軽減措置継続 ４ ―
○相続税の「法定相続分課税方式」堅持 ３ ―
○その他 １２ ―
【地方行政・議会・選挙】 【 ６８】 【 ９】
○地方消費者行政の抜本的拡充 ２０ ―
○地方議会議員の年金制度の見直し １７ ―
○新たな過疎対策法の制定 １３ ―
○国の地方出先機関統廃合の見直し ８ ―
○東京電子自治体共同運営サービスの改善 ４ ―
○その他 ６ ９
【医療・保健衛生】 【 １８２】 【 ２】
○医師・看護師不足の解消と地域医療・周 ７７ ―
産期・救急医療体制の充実・確保
○後期高齢者医療制度の見直し １９ ―
○薬害Ｃ型肝炎・ウイルス性肝炎患者救済 １６ ―
○障害者等の福祉医療費助成制度の見直し １３ ―
○子どもの医療費助成制度の充実 １１ ―
○混合型血管奇形の難病指定 ９ ―
○子宮頸がんの予防・早期発見のための取 ９ ―
り組みの推進
○国民健康保険制度の改善 ７ １
○妊婦健康診査に対する助成措置の拡大 ５ ―
○その他 １６ １
【教育・文化】 【 ４５】 【 ７】
○教育予算の拡充 １２ ―
○義務教育費国庫負担制度の堅持 ８ ―
○教職員定数の改善と少人数学級の実現 ４ ―
○私学助成の充実 ４ ―
○学校施設の耐震化促進 ２ ―
○その他 １５ ７
【農林・水産】 【 ２０２】 【 ０】
○食の安全確保への取り組み強化 ９３ ―
○森林・林業・木材産業施策の積極的な展開 ２９ ―
○ＷＴＯ農業交渉での国内農業への配慮 ２８ ―
○事故米の不正転売事件の全容解明とミニ １９ ―
マムアクセス米の輸入停止
○食料自給率の向上 ８ ―
○農地取得の規制緩和反対 ７ ―
○燃料、肥料、飼料、農業資材等の価格高 ７ ―
騰に対する緊急対策
○農業関係の制度資金の償還猶予 ３ ―
○その他 ８ ―
【公害・環境保全】 【 ３４】 【 １】
○「気候保護法」の制定 １４ ―
○太陽光発電システムのさらなる普及促進 ４ ―
○地球温暖化対策の推進 ３ ―
○その他 １３ １
【合 計】 【 ５６１】 【 １９】
【総合計】 【 １２３４】 【 ５９】

意見書件 名

「
食
の
安
全
確
保
」が
最
多

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（上）
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